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会 議 録 

会 議 の 名 称 令和元年度「忍川・酒巻導水路」川の国埼玉はつらつプロジェクト 

第１回推進協議会 

開 催 日 時 令和元年８月１日（木） 

開会：午後１時３０分  閉会：午後２時５０分 

開 催 場 所 行田市役所３０５会議室 

出席者（委員） 

氏 名 

自治会連合会：安原委員、橋本委員、河辺委員、髙澤委員、羽鳥委員 

地域活動団体：今村委員、小林委員、柿沼委員 

埼 玉 県：藤井委員、柴山委員、落合委員、渡辺委員、鈴木委員 

行 田 市：畔上会長、菅原委員、蓮沼委員、佐野委員、森原委員、 

田島委員、加藤委員、寺田推進幹（代理）、木村主幹（代理）、 

竹井主査（代理） 

欠席者（委員） 

氏 名 

自治会連合会：江原委員 

地域活動団体：湯澤委員、田口委員、川野委員 

事 務 局 企画政策課：川上主幹、渋澤主任、高梨主事 

その他関係機関 

出席者 

埼玉県農村整備課：髙達技師 

行田県土整備事務所：野澤技師 

加須農林振興センター：松本課長、金澤主任 

会 議 内 容 

・まちづくりの取組みについて 

・平成３０年度「忍川」事業概要、整備状況について 

・平成３０年度「酒巻導水路」施工状況等について 

・その他 

会 議 資 料 

・会議次第 

・資料１－１令和元年度まちづくりの取組み【行田市】 

・資料１－２忍川の案内板設置箇所【行田市】 

・参考資料川の国埼玉はつらつプロジェクト整備箇所のＰＲについて【行田市】 

・資料２平成３０年度「忍川」事業概要、整備状況について 

【行田県土整備事務所】 

・資料３平成３０年度「酒巻導水路」施工状況等について 

【加須農林振興センター】 

・参考資料「忍川・酒巻導水路」川の国埼玉はつらつプロジェクト推進協議会設

置要綱 

そ の 他 必 要 

事 項 
傍聴者 なし 
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発 言 者 会議の経過（議題・発言内容・結論等） 

司  会 

 

 

 

司  会 

 

 

 

議  長 

 

 

 

事 務 局 

 

議  長 

 

今村委員 

 

 

 

 

 

橋本委員 

 

 

 

議    長 

 

 

 

議  長 

 

 

行田県土 

 

議  長 

 

 

１ 開会 

２ 会長あいさつ  

３ 出席者紹介 

４ 議事 

・それでは、本日の議事に入る。 

・議事の進行については、推進協議会設置要綱の規定に基づき、畔上会長にお願

いする。 

 

・本日の会議は原則公開となっている。 

・はじめに、議事の（１）「まちづくりの取組み」について事務局から説明をお願

いする。 

 

＜資料１により説明＞ 

 

・ただいまの事務局の説明に対し、意見や質問はあるか。 

 

・整備を行った遊歩道周辺にトイレの数が少ない。行田市駅や城西公園といった

一部箇所にしかなく、整備した遊歩道を活用する上で不便を感じているという

声をいただいている。 

・私たちの団体で、この遊歩道を活用した事業などについて検討を始めている。

予定している活用内容については、橋本委員より説明していただく。 

 

・秩父線周辺や秩父鉄道の駅は多くの魅力を持ち、その魅力を発信する刊行物の

作成を予定している。多くの人にＰＲを行い、沿川の活性化や乗降客数の増加

などにつながることを期待している。 

 

・その他何かご意見はあるか。 

 

＜意見なし＞ 

 

・議事を進める。続いて、議事の（２）平成３０年度「忍川」事業概要、整備状

況について、行田県土整備事務所より説明をお願いする。 

 

＜資料２により説明＞ 

 

・ただいまの事務局の説明に対し、意見や質問はあるか。 

 

＜意見なし＞ 
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議  長 

 

 

加須農林 

 

議  長 

 

柿沼委員 

 

 

 

 

 

加須農林 

 

 

 

 

 

 

柿沼委員 

 

加須農林 

 

 

議  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

加須農林 

 

議  長 

 

 

・次に、議事の（３）平成３０年度「酒巻導水路」施行状況等について、加須農

林振興センターから説明をお願いする。 

 

＜資料３により説明＞ 

 

・ただいまの事務局の説明に対し、意見や質問はあるか。 

 

・平成２９年度の協議会において、進修館高校北側の道路まで左岸側の歩道を整

備し、予算の状況を見て右岸側の環境型護岸整備を行うと結論が出たはずであ

る。 

・また、以前より希望を出しているが、１２５号バイパスまでの整備について重

ねてお願いする。 

 

・当時の議事録を確認したが、左岸側と右岸側も平行して整備を行うということ

で会議全体の結論としてまとまったはずである。進修館高校北側までの左岸側

の整備については、議事の最後に意見のひとつとして挙がったものと認識して

いる。 

・委員の考えとして、進修館高校北側の道路まで左岸側の歩道を整備し、予算の

状況を見ながら右岸側の整備を行うということでよろしいか。 

  

・その内容にて、以前結論が出たはずである。 

 

・解釈の違いがあったが、そのような方針にするのであれば、左岸側優先の工事

ということで実施することは可能である。 

 

・平成２９年当時の事業決定等結論の確認を含め、本件については引き取らせて

いただきたい。 

・工事については変更対応が可能とはいえ、欠席者等がいる中で結論とするの

は尚早である。本件については一時持ち帰りとし、内容変更後の工事資料に

ついて、再度の提出をお願いする。 

・左岸側の歩道整備を優先するという変更後の内容については、欠席委員を含

めて委員全員に改めて確認していただき、異論がなければその方針を協議会

の結論としたい。 

 

・了承した。 

 

・その他何かあるか。 
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今村委員 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

今村委員 

 

 

議  長 

 

 

議  長 

 

 

 

議  長 

 

 

事 務 局 

 

議  長 

 

橋本委員 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

 

小林委員 

 

 

・ハード面においては、行田県土整備事務所や加須農林振興センターで対応い

ただき、ソフト面においては市側にて対応することになっている。しかし、ソ

フト面において新しい事業等の取組みが見受けられない。 

 

・資料１－１の行田観光ポタリング事業のように、市だけではなく行田市産業・

文化・スポーツいきいき財団においても本プロジェクトに関連する事業の実

施等について協力を頂いている。しかし、これで十分とするのではなく、引き

続き整備いただいた遊歩道等の有効活用について考えていきたい。 

 

・資源を有効活用するために関係機関が協調しながら事業を行っていくべきで

ある。 

 

・整備を行うだけが目的ではないのは承知しており、整備後の利活用について

は常に検討していきたい。 

 

・その他何か意見はあるか。 

 

＜意見なし＞ 

 

・議事を進める。続いて（４）「その他」であるが、次回協議会開催日程につい

て事務局より連絡する。 

 

＜次回会議日程について説明＞ 

 

・その他、委員の皆様から、連絡事項等を含め、何かあるか。 

 

・外来種であるクビアカツヤカミキリが忍川周辺の桜をはじめ、市内の桜を蝕

んでいる。丸墓山古墳でも被害が確認されており、須加小学校付近にいたっ

てはクビアカツヤカミキリが飛び交っているような状況であった。クビアカ

ツヤカミキリの桜への侵食が進むと、桜の木そのものを切り倒さなければな

らない事態となる。 

・美しい桜の景観を保護する上でも、クビアカツヤカミキリの危険性について、

再度の認識をお願いする。 

 

・他に何かあるか。 

 

・資料１－１、③歴史的街路整備事業にて道路整備が行われたとのことだが、

道路に面している今津蔵は老朽化が進み崩れかかっている現状である。道路

を利用する方の安全確保のためにも、今津蔵の改修をお願いしたい。 



5 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

議  長 

 

市道路治水課 

 

 

 

議  長 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今津蔵については、昨年度より市でもふるさとづくり事業の一環として、所

有者である今津印刷所より蔵の改修・活用の相談をいただいていたが、会社

の廃業に伴い現在保留状態となっている。市でも、歴史的建築物の有効活用

を図り、街なかに賑わいを創出する観点から、蔵の改修等において補助事業

を実施しているところである。 

 

・他にはあるか。 

 

・道路治水課で実施する新橋工事については、令和元年７月２３日から令和２

年３月１８日までを施工期間とし、元荒川の水が切れた段階で工事に着手す

る予定である。 

 

・他にはよろしいか。 

・それでは、これにて議事を終了する。長時間にわたり慎重に審議いただき、

ありがとう。これをもって、議長の職を解かせていただき、事務局に進行を

お返しする。 

 

・今後、本プロジェクトの推進にあたっては、自治会連合会の皆様、地域活動

団体の皆様、関係機関の皆様のご理解とご協力が不可欠となる。引き続き、

協力をお願いしたい。 

・以上をもって、川の国埼玉はつらつプロジェクト第１回推進協議会を閉会す

る。 

 

＜閉  会＞ 

 


